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砂丘と共に砂の美術館を物語性を持ってアピールします。
今も十分発信していると思っているので、すぐに思いつく手法が思いつきません。

取組そのものを知らないのでまずは目的を理解しないと何とも言い難いですが…
質の高いサービスの提供はとても抽象的な表現ですが、３つの中では鳥取に1番足りないものだと
思います。都会ではコンビニでも相当レベルの高い接客をされます。インバウンド含め観光客に
慣れていることや、競合が多く切磋琢磨している効果だと感じます。
一方で、安全と自然は鳥取に溢れていて宝でもあるのでPRするならこの点だと思います。観光客
誘致が目的なら、山陰に溢れる自然や歴史や祭りを上手く繋げて、効率よく回れるプランなど作
りたい。山陰の市町が連携してストーリーのあるイベント作り。東北三大祭りとか、参考に。

海産物や野菜などの特産品を、独自の料理を作って試食品などを提供したり出店してみる。
スタンプラリーや謎解き街歩きツアーなどをした後、雨滝やさじアストロパーク、砂丘などの自
然の観光で満喫してもらう。

コンパクトにまとまっていて、季節に応じた楽しみがあること。

観光関連イベントで地元の美味しいものを集めたブースで、試食を含めPR。
子どもたちの体験型イベントで鳥取の良さを知ってもらう。

子育てがしやすい、メリットを広報する
SNSや動画発信に力を入れる。県外の動画を見ていると自然の風景や写真にかなり特化した物もある。そうした物は特定の人をターゲットとしている為、見られやすいと感じている。ティックトックなどを活用するのも良いと感じる。
しゃんしゃんまつり

やはり  見て触れられる  上記の4番5番が良いです。テレビの秘密のケンミンSHOW で鳥取県人が
PRするのも良いですね。

・「SQのあるまち」3項目は捨てがたい。関連して相乗的に効果が上昇するからであさらにる。
ただ、「SQのあるまち」のことばがひとり歩きするとき「SQ」が広く解り得るるろうか。運動の
取組、総称としてほか取組情報発信に周知効果がどれほどあるだろうか。もっと周知、認知を図
るべきで、明らかに低いと言わざるを得ないのではないか。
・「住みよいまち、安全・安心なまち」を中心として、関連、付随する項目に環境、文化、育
成、産業、独取組取組を加え、公的支援、経済性どもわかりやすく、他地域の差異も入れ、取り
組むべきと考える。
・情報発信を増加させ、目的目標を明確にし、存在感、認知度の上昇を図るべき。

都内やその他都市部の人口の多い地域における、イベントの出店。
他地域と合同で、複数の都市の魅力を一気に知れる機会を創出する。

季節ごとの美味しい食べ物と温泉の動画とSNSでのPR

山と海など自然豊かな所を
SNS、Instagramなどで。

思う。市内にも県外から来ている様々な世代の人が住んでいるので、聞いてみるのも良いと思
う。

自然とおいしい食べ物

子育て世代にとっての住みやすさ、育てやすさを中心に、
InstagramでPRする

豊かな自然環境
分からない
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